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湘南クリーンエイドフォーラム 活動報告２０２１ 
 

 
  

“持続可能な発展”への道のりは、決して平坦なものではありません。そ

れは、人々の価値観やライフスタイルの変革、経済構造の転換、科学的知

見への理解、さらには民主主義や平等の考え方の浸透、市民社会の成熟

など、社会のあらゆる側面の変革を要する、壮大なプロセスで私たち人類

の全存在が試されていると言っても過言ではありません。この壮大なプロセ

スは、決して１つのセクターだけで完結するものではありません。行政や企

業、消費者、投資家、労働者、NPOなど、社会の様々な立場にある組織や

個人が、プロセスに参加し、学び、協力し、それぞれの役割を果たすことが

不可欠なのです。             -内閣府のホームページより抜粋‐ 

ごみ問題は様々な課題が複雑に絡み合っていて唯一無二の解決策は存在しません。私たち市民セクターはプロ

パガンダに乗せられることなく、多種多様な情報を取捨選択し、複眼的な視野と公平なバランス感覚を持ちながら、

「持続可能かどうか？」、「健全で現実的かどうか？」などの視点を加味しつつ、是々非々の評価とトータル的な判断

をする必要があると考えます。私たち（NPO）湘南クリーンエイドフォーラムは「広い視野を持って出来ることから行動

する」ことと「長期的な視点をもってフットワーク軽く行動すること」をモットーにして、この問題の最前線で地道に向き

あっています。                          （NPO）湘南クリーンエイドフォーラム代表理事 五十嵐実 
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The future is in our hands ! 

At the beginning！ 

Look at wide vision  Act what we can do 

Think at long term  
Do as soon as 

possible  



 

２０２１年度 活動サマリー 
 
 

 ２０２１年度もおかげさまでトラブルなく精力的に活動に取り組むことが出来ました。 

長引く新型コロナウィルス禍下にもかかわらず活動回数の合計は５５回で延べ参加者は２,０７３人となりました。 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

年月日 区分 参加者 活動内容 

２０２１年     

４月 １１日 【開催】 ９０人 第６４回調べるビーチクリーン＠辻堂海岸 

 ２０日 【運営】 ３５人 生活クラブ生活協同組合神奈川の環境学習会 

 ２１日 【運営】 ２１人 生活クラブ生活協同組合神奈川の環境活動 

５月 １５日 【開催】 ２６人 第６５回調べるビーチクリーン＠辻堂海岸 

 ２９日 【講演】 ４０人 湘南生活クラブ Zoomセミナー 

６月 １２日 【開催】 ３０人 第６６回調べるビーチクリーン＠辻堂海岸 

 ２６日 【開催】 １５人 ２０２１年度定期総会 

７月 １１日 【開催】 ２６人 第６７回調べるビーチクリーン＠辻堂海岸 

 １１日 【開催】 １５人 環境学習セミナー（日本プラスチック工業連盟講演） 

 １１日 【参加】 ― ユニバーサルビーチプロジェクト（バーチャルイベント） 

 １２日 【講演】 ６０人 親子活動サークル「ももっこ」で海の紙芝居上演 

 １５日 【講演】 ２０人 さがみ生活クラブ Zoom環境セミナー 

 １６日 【講演】 ４５人 海の紙芝居＆ビーチクリーン（ミリオングローバルキッズ） 

 １７日 【開催】 ４７人 海の紙芝居＆調べるビーチクリーン・キッズ＠鵠沼海岸 

 ２５日 【講演】 ５０人 「マイクロプラスチック回収実験プロジェクト」で海の紙芝居を上演（主催：ほのぼのビーチ茅ヶ崎） 

 ３１日 【講演】 ２５人 湘南生活クラブコモンズ平塚環境学習会 

８月 ８日 中止 ０人 第６８回調べるビーチクリーン＠辻堂海岸海岸 

 ２８日 【開催】 ５人 海の紙芝居 Zoom動画配信 

 ２９日 【共催】 ３９人 海の紙芝居（手話通訳付き）＆ビーチクリーン＠辻堂海岸（Earth＆Me と共催） 

９月 ５日 【運営】 ２８人 湘南生活クラブ城下町コモンズ環境活動 

   ５日 【開催】 １０人 ビーチクリーン駅伝＆オール・オーシャンラバーズ・ビーチクリーン Zoom説明会 

 １１日 【共催】 ２８人 １００００ピースプロジェクト＆海の紙芝居（地球を守ろう！東京・神奈川と共催） 

 １２日 【講演】 ２５人 生活クラブコモンズはだの Zoom環境セミナー 

 ２５日 【開催】 ２０人 第６９回調べるビーチクリーン＠辻堂海岸 

１０月 ２日 【実施】 １６人 ビーチクリーン駅伝２０２１パート１ 

 ２日 【講演】 １２人 「湘南ビジョン大学 調べるビーチクリーン＆１００００ピースプロジェクト～海の未来を考えよう～」 

 ３日 【実施】 １０人 ビーチクリーン駅伝２０２１パート２ 

 ３日 【共催】 ２２人 海の紙芝居＆縁日＆ビーチクリーン＠茅ヶ崎サザンビーチ（ゴミ拾いをしよう！と共催） 

 ９日 【実施】 １１人 ビーチクリーン駅伝２０２１パート３ 

 ９日 【運営】 ６０人 Green and Blue Challenge Beach Clean in 湘南で調べるビーチクリーンを運営 

 ９日 【共催】 ２５人 海の紙芝居＆ビーチクリーン＠由比ガ浜（鎌倉アップデートチャレンジと共催） 

 １０日 【実施】 ８人 ビーチクリーン駅伝２０２１パート４ 

 １６日 【開催】 １３人 第７０回調べるビーチクリーン＠辻堂海岸 

 １７日 【講演】 ４０人 第６１回茅ヶ崎市民文化祭「紙芝居と朗読の会」で海の紙芝居上演（一つ星高等学院生徒と協働） 

 ２３日 【実施】 ２１人 ビーチクリーン駅伝２０２１パート５ 

 ２３日 【共催】 １７人 海の紙芝居＆ヨーヨー釣り＆ビーチクリーン＠片瀬西浜（NPO湘南ビジョン研究所と共催） 

 ２４日 【実施】 ２３人 ビーチクリーン駅伝２０２１パート６ 

 ３０日 【実施】 ２１人 ビーチクリーン駅伝２０２１パート７ 

 ３１日 【実施】 １３人 ビーチクリーン駅伝２０２１パート８ 

１１月 ３日 【開催】 ４３８人 オール・オーシャンラバーズ・ビーチクリーン＆第７１回調べるビーチクリーン 

 ３日 【講演】 ３２人 やまゆり生協環境活動サポート 

 ７日 【共催】 ４０人 海の紙芝居＆フランダンス＆ビーチクリーン（フラダンスチーム＆ゴミ拾いをしよう！と共催） 

 ６日 【実施】 １４人 ビーチクリーン駅伝２０２１パート９ 

 ７日 【実施】 １４人 ビーチクリーン駅伝２０２１パート１０ 

 １３日 【実施】 １０人 ビーチクリーン駅伝２０２１パート１１ 

 ２７日 【参加】 ６人 ふるさと清掃運動会＠荒川 

１２月 １１日 【開催】 １５人 第７２回調べるビーチクリーン＠片瀬西浜 

 １１日 【開催】 ２５人 ビーチクリーン駅伝２０２１活動報告会 

 １３日 【出展】 １９７人 藤沢市環境フェア 

２０２２年     

１月 ９日 【開催】 １３人 第７３回調べるビーチクリーン＠辻堂海岸 

２月 １３日 【開催】 １２人 第７４回調べるビーチクリーン＠辻堂海岸 

 １９日 【発表】 １７人 ふるさと清掃運動会活動報告会 

 ２６日 中止 ０人 神奈川県母親大会 

３月 ５日 【開催】 ２１５人 海ごみ問題スタディツアー 

 ５日 【講演】 ２０人 あおぞらおはなし会 

 １３日 【開催】 ７人 第７５回調べるビーチクリーン＠辻堂海岸 

 ２７日 【開催】 １０人 リベンジ春一番金田海岸清掃 
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調べるビーチクリーンプロジェクト 実施報告 
 
 

調べるビーチクリーンはごみを拾いながら、ごみを種類ごとにカウントして動向を調査する活動です。そして、ごみ拾い

活動のあとに「ふりかえり」という時間を設けて参加者同士でごみの発生要因～ごみの発生抑制対策を考察します。 

この活動はその場のごみを綺麗にするだけではなく、参加者にごみ問題を自分事化し行動変容のキッカケとしてもらう

ことを目的とし、グループに別れて役割分担してもらうことで参加者同士の交流を促進させ、コミニケーションの輪を広げ

ることを目指しています。また、この活動で得られたデータは集積・分析して普及啓発活動に役立てたり、他のセクターと

の話し合いの場で定量的なデータとして活用しています。 
 

■活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ごみ調査シート/ふりかえりシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．受付・開会 ２．グループ別け・自己紹介 ３．グループの代表者へやり方を説明 

６．小さなごみ拾いの実施 ５．調べるビーチクリーンの実施 ４．グループの代表者が他のメンバーへ共有 

９．集合写真撮影・閉会 ７．グループごとのふりかえり ８．全体でのふりかえり・総括 

調査カード（表面） ふりかえりシート（裏面） 

『調べるビーチクリーン』は米国の NGOオーシャン・コン

サーバンシー（Ocean Conservancy）が 1986年から行っ

ている国際海岸クリーンアップ（International Coastal 

Cleanup）に準じた調査方法を採用してごみを４８品目に

分類して数をカウントしていきます。 

『ふりかえり』はごみ拾い活動後に参加者同士でごみ問

題について話し合ってもらう活動です。ごみ問題に関する

知識を深め、問題を自分事化してライフスタイルの変容に

繋げてもらうことを目的としています。『調べるビーチクリー

ン』はただのごみ拾いではなく対処療法と根源療法を組み

合わせた普及啓発型環境保全活動です。 

P3 



 

調べるビーチクリーンプロジェクト 実施報告 
 
 
■2021年活動概要 

２０２１年は活動１４回、延べ参加者３９９人の活動で、ごみ回収量６９袋（可燃４５/不燃２４）、ごみ回収数２２,７６６個となりました。 
 

実施日 実施会場 活動団体 
ごみ袋数 20L 
（可燃/不燃） 

ごみ回収個数 
参加者 

(大人/子ども) 

１/１１ 藤沢市辻堂海岸 (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム ５袋(２/３) １,２７０個 １５人(１４/１） 

２/２１ 茅ヶ崎市サザンビーチ (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム １６袋(１１/５) ５,０４９個 １７人(１７/０) 

３/１４ 藤沢市辻堂海岸 (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム ４袋（２/２） １,３６０個 １８人(１５/３) 

４/１１ 藤沢市辻堂海岸 (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム ７袋(５/２) ２,６１３個 ９０人(７４/１６) 

４/２１ 藤沢市辻堂海岸 
生活クラブ神奈川 

(NPO)湘南クリーンエイドフォーラム 
２袋(１/１) １,２４２個 ２５人(２５/０) 

５/１５ 藤沢市辻堂海岸 (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム ４袋(３/１) ８４８個 ３０人(２８/２) 

６/１２ 藤沢市辻堂海岸 (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム 4袋(3/1) １,８８８個 ３４人(３１/３) 

７/１１ 藤沢市辻堂海岸 (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム 2袋(1/1) ９４７個 ２８人（２１/７) 

８/８ 藤沢市辻堂海岸 (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム 雨天中止 雨天中止 雨天中止 

９/５ 湯河原町吉浜海岸 湘南生活クラブ城下町コモンズ ９袋(６/３) １,５４８個 ２８人(２２/６) 

９/２５ 藤沢市辻堂海岸 (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム 2袋(1/1) １,１２０個 ２０人(１６/４９) 

１０/１６ 藤沢市辻堂海岸 (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム 2袋(1/1) ５５個 １３人(１３/０) 

１１/３ 

１１/３ 

藤沢市辻堂海岸 

藤沢市辻堂海岸 

(NPO)湘南クリーンエイドフォーラム 

やまゆり生協 

4袋(3/1) 

4袋(3/1) 

１,８９９個 

２,０１３個 

３２人(２５/７) 

３６人(３０/６) 

１２/１１ 藤沢市辻堂海岸 (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム 4袋(3/1) ９１４個 １３人(１３/０) 

 ※ごみ回収量は 20Lのごみ袋数とごみの個数で表しています 

 

■活動別ごみ回収量 ※ごみ回収量は 20Lのごみ袋数とごみの個数で表しています 

 ２０２１年の『調べるビーチクリーン』では２月と９月の回収量が比較的に多く、その他の月が相対的に少ない結果となりました。また、

拾われたごみは破片系が多かったために 1回平均１６２６個のごみが拾われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

可燃65％

不燃35％

P４ 

2

11

2

5

1

3 3

1

6

1 1
3 3 3

3

5

2

2

1

1 1

1

3

1 1

1 1 1

1270

5049

1360

2613

1242
848

1888

947

1548

1120

55

1899
2013

914

0

2000

4000

6000

0

5

10

15

20

1/11 2/21 3/14 4/11 4/21 5/15 6/12 7/11 9/5 9/25 10/16 11/3 11/3 12/11

可燃ごみ袋数 不燃ごみ袋数 ごみ回収総数



 

調べるビーチクリーンプロジェクト 実施報告 
 
 

■ごみのワースト２０ ※粗大ごみと破片・かけら等を除く 22,766個のごみ回収データから抽出しました 

 

 

 
 

 

■破片・かけら、2.5ｃｍ以下のごみ回収数 
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硬いプラスチック ポリ袋・シート 発泡スチロール プラスチック以外 2.5cm以下のごみ
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タバコのすいがら

食品のポリ袋

ペットボトルキャップ

ストロー

ひも・ロープ

食品系発泡プラ容器

食品系プラ容器

その他の生活用品

花火

プラ発泡梱包材

食品系ﾌﾟﾗキャップ

ポリ袋

飲料缶

食品以外のプラボトル

食品以外のプラキャップ

おもちゃ

紙の袋

使い捨てライター

飲料ペットボトル

買い物レジ袋
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■ごみの用途別割合

タバコ関係

33%

飲食系プラ容器

32%

生活用品類

13%

飲食外プラ容器7%

食器類7%
レジャー系4% その他4%

『調べるビーチクリーン』では拾ったごみを➀飲食系プラ容器包装、➁飲食以外のプラ容器包装、➂生活用品、➃食器類、⑤

タバコ関係、⑥レジャー関係、⑦医療関係、⑧漁業関係の 8用途に分類し、それをさらに 44品目に種別してカウントしていま

す。『調べるビーチクリーン』で得られたデータは集積・分析してごみの動向（a.場所の特性、b.シーズン特性、c.経年変化）を定量

的に評価する資料として普及啓発に役立てています。 

『調べるビーチクリーン』では元の大きさの 1/3程度の大きさになったごみを「破片・かけら」に分類して素材別に４品目に別け

てカウントしています。また、2.5ｃｍ以下のごみはひとくくりに別途カウントしています。ごみ拾い活動では目に付き易く、拾い易いご

みから拾われる傾向がありますのでこれらの破片・かけらごみが多く拾われるケースではフィールドに大き目なごみが少なかったこ

とが推察されます。 
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調べるビーチクリーンプロジェクト 実施報告 
 
 
■参加者アンケート ※アンケート対象者３２７名/有効回答数２３０名 

 『調べるビーチクリーン』の参加者にアンケートを実施した結果としましては、社会人の参加が多く、男女比はおおよそ半々で、96％

の方から満足以上の回答を頂き、97％の方からはまた参加したいとお答え頂いております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■参加者の感想 ※一部抜粋 

・一見すると綺麗にみえるけど、よく見ると小さなごみが沢山あり驚いた。次は色々なごみを探してみたい。 

・マイクロプラスチック問題を情報としては知っていたが今日のような体験をするとことでより実感に繋がった。 

・思いのほかタバコの吸い殻が多く驚いた。ペットボトルは少なかったがキャップが多かった。 

・普段から分別を意識することが重要だと思いました。・ごみが生きものや人間に与える影響を実感することが出来た。 

・みんなで一つのことをやるのは楽しかった。子どもと参加出来て良かった。・やってみたら楽しかった。 

・ごみが気になって仕方なくなった。クセになりそう！一度経験することをみんなにオススメしたい。 
 

■スタッフのレポート 

 

 

 

 

 

 

 

  

13% 2%

27%

45%

13%

参加者の世代

中学生以下

高校・大学生

39歳以下

40～59歳

60歳以上

不明

47%

53%

参加者の男女比

男

女

80%

17%

1% 2%リピート性

また参加したい

出来れば参加したい

何とも言えない

多分参加しない

参加しない

未回答

77%

19%

2%
2%活動の満足度

大満足

満足

普通

やや不満

不満

未回答

調べるビーチクリーンはごみを拾うだけでなく、拾ったごみを分類しカウントします。その後、「どうしてこのご

みが海岸にあるのか？」「どこから来たのか？」と「ごみが発生する原因」まで遡って分析します。そうするこ

とによって、参加者は「生活の見直し」にまで思考を進めていくのです。「なんで吸殻が海にあるのかな？」

「もっと綺麗にしたいね」と目をキラキラさせてごみ拾いをしてくださる人々を見ると心から嬉しくなります。「ま

た参加します」そんな風に言っていただけることが私達の原動力になっています。 

小西 麻里さん 

西上 均さん 

ビーチクリーンは天候はもちろんコロナの感染状況で開催可否を判断するようになりました。そして開催時

にはマスク着用や手指消毒を徹底し、密を避けるよう十分気を付けています。最近は、ご家族連れの参加

も目立ち、子どもたちはまるで宝探しのように一生懸命ビーチを歩き回っています。ごみ問題に少しでも関わ

りたいと積極的に参加される方が増えて嬉しく感じています。でも、あまり堅苦しく考えずに湘南海岸での遠

足気分でお友達も誘って楽しく参加して頂ければと思っています。 
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海ごみ問題スタディツアー 実施報告 
 
 
■ペットボトルごみのリサイクルプロジェクト 
当会は２０２１年度の藤沢市のミライカナエル活動サポート事業という助成を受託して、『海ごみの再生利用で持続可能な未来創

り』というプロジェクトを展開しました。このプロジェクトは日本環境設計(株)さまと協働して調べるビーチクリーン等で回収したペットボトル

ごみをリサイクルするというスキームです。２０２１年度は約１,０００本（２０ｋｇ相当）のペットボトルごみをリサイクル工場へ納入しました。 

 

■ペットボトルごみ２０ｋｇ（およそ１,０００本）をリサイクル工場へ納入 

拾ったペットボトルごみは中身が残っていたり汚れていたりしています。中身を出してラベルとキャップを取り外し、軽く洗浄した状態

のものを一次的に保管してリサイクルの工程に回します。今年度はペットボトルごみを２０ｋｇ（１,０００本相当）リサイクルに回しました。 

 

 

 

 

 

 

■海ごみ問題スタディツアー 

『海ごみの再生利用で持続可能な未来創り』プロジェクトの一環として『海ごみ問題スタディツアー』と銘打った環境セミナーを開催

しました。新型コロナウィルスの新規感染者数が高止まりするなか実際の参加者数を大幅に減らさざるを得ませんでしたが、Youtube

での生配信を取り入れたハイブリット形式を取り入れて普及啓発の推進を図りました。 
 

▪実施日時：２０２２年３月５日（土） １０：００-１８：００ 

▪実施内容：午前/藤沢市辻堂駅周辺での調べるタウンクリーン 

午後/ペットリファインテクノロジー（日本環境設計株式会社）での工場見学＆さかなクンの特別講演 

▪参加者：リアル/２７人（大人/２１人、子ども６人）、Youtube 視聴者/１８８人 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■助成・後援・公認 

aa  協働：日本環境設計株式会社 

a協力：服部商店株式会社 

助成：藤沢市、一般財団法人セブンイレブン記念財団 

後援：公益財団法人かながわ海岸美化財団 

公認：東京２０２０オリンピック・パラリンピック組織委員会、神奈川県スポーツ局 

 

４．一次保管場所へ移送 1．海岸のペットボトルごみ ２．ビーチクリーンで回収 ３．ラベルとキャップを外し洗浄 ５．リサイクル工場へ移送 
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All Ocean-lover’s Beach-clean プロジェクト 実施報告 
 
 

All Ocean-lover’s Beach-cleanは海を愛する心を一つにするために、多くの団体が連携して一斉にビーチクリーンを

行う環境保全活動です。日頃はそれぞれ別々に行っているビーチクリーン活動を日時を合わせて一斉に行うことで、海

への感謝の気持ちや海の大切さを内外へアピールすることを目指して１年に 1度実施しています。 

 

■活動概要  

実施日時： ２０２０年１１月３日(祝・水) １０：００-１１：００ 

実施会場：１３会場（鎌倉市、藤沢市、茅ヶ崎市、小田原市の海岸） 

参加者数：１４団体、４３８人（大人３１７人、子ども１２１人） 

あごみ回収：a ２７１袋（可燃１６６袋、不燃１０５袋） ※２０L換算 

延長距離： ７,７５０m 

 

■実施会場地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■会場別活動実績  

２０２１年は１４団体、４３８人により延長７,７５０ｍのエリアで２７１袋（可燃/１６６袋、不燃/１０５袋）のごみを回収しました。       

 

会場名 主催団体 参加者 ごみ量 距離 

1.鎌倉市材木座海岸会場 鎌倉マリンスポーツ連盟（オクダスタイルサーフィング） ５８人 ５３袋 １,０００ｍ 

2.鎌倉市由比ガ浜海岸会場 鎌倉マリンスポーツ連盟（鎌倉ライフガード） ２６人 １１袋 ６００ｍ 

3.鎌倉市坂の下海岸会場 鎌倉マリンスポーツ連盟（WETLAND） ７０人 ８５袋 ４００ｍ 

4.鎌倉市稲村海岸 ゴミフェス５３２ ２０人 ４袋 １００ｍ 

5.藤沢市片瀬東浜海岸 鎌倉もののふクリーン隊 ９人 ５袋 ５００ｍ 

6.藤沢市片瀬西浜海岸 （NPO）湘南ビジョン研究所 ３６人 ３袋 ５０ｍ 

7.藤沢市鵠沼海岸 鵠沼おやじパトロール隊 １９人 ７袋 ５００ｍ 

8.藤沢市引地川河口 HOP HEADZ ７人 １袋 １,０００ｍ 

9.藤沢市スエヒロポイント スエヒロローカルビーチクリーン １６人 ５袋 ５００ｍ 

10.藤沢市辻堂海岸西側 

藤沢市辻堂海岸東側 

生活クラブ湘南コモンズ/（NPO）湘南クリーンエイドフォーラム 

やまゆり生協/（NPO）湘南クリーンエイドフォーラム 

４２人 

３５人 

７袋 

４袋 

５００ｍ 

５００ｍ 

11.茅ヶ崎市ヘッドランド ほのぼのビーチ茅ヶ崎 ６０人 １２袋 １,３００ｍ 

12.茅ヶ崎市サザンビーチ （NPO）湘南クリーンエイドフォーラム ７人 ２袋 ３００ｍ 

13.小田原市酒匂川河口 プラごみゼロチームおだわら ３３人 ７２袋 ５００ｍ 

P８ 

１２．湘南クリーンエイドフォーラム 

１１．ほのぼのビーチ茅ヶ崎 

１０．生活クラブ湘南コモンズ 

１０．やまゆり生協 

９．スエヒロローカル 

８．HOP HEADZ 

７．鵠沼オヤジパトロール隊 

６．湘南ビジョン研究所 

５．鎌倉もののふクリーン隊 
４．ゴミフェス５３２ 

３．ウエットランド 

２．鎌倉ライフガード 

１．オクダスタイルサーフィ
ン 

１３．プラごみゼロチームおだわら 

酒匂川河口左岸 



 

All Ocean-lover’s Beach-clean プロジェクト 実施報告 
 

 

■会場別詳細 （➀主体団体、➁担当、➂参加者数、➃ごみ回収量、⑤活動距離） 

１．鎌倉市材木座海 

①鎌倉マリンスポ―ツ連盟、②オクダスタイルサーフィング/奥田みゆき 

③５８人（大人５１人、子ども７人）、④５３袋（可燃２７袋、不燃２６袋）、⑤1,000ｍ  
 

 

 

 

 
 
２．鎌倉市由比ガ浜海岸 

①鎌倉マリンスポ―ツ連盟、②鎌倉ライフガード/多胡誠 

③２６人（大人１５人、子ども１１人）、④１１袋（可燃９袋、不燃２袋）、⑤６００ｍ 
 

 

 

 

 
 
 

３．鎌倉市坂の下海岸 

①鎌倉マリンスポ―ツ連盟、②WETLAND KAMAKURA/熊倉衆一郎 

③７０人（大人３０人、子ども４０人）、④８５袋（可燃５５袋、不燃３０袋）、⑤４００ｍ  
 

 

 

 

 
 

４．鎌倉市稲村海岸 

①ゴミフェス５３２、②平野理恵 

③２０人（大人１８人、子ども２人）、④４袋（可燃２袋、不燃１袋）、⑤１００ｍ 
 

 

 

 

 

 
 
５．藤沢市片瀬東浜海岸 

①鎌倉もののふクリーン隊、②大石裕一 

③9人（大人 9人）、④5袋（可燃 4袋、不燃 1袋）、⑤500ｍ 

 

 

 
 

 

マイクロプラスチックが貝殻と混在している。美

化財団が運営する自走する車両型のゴミ収集

機では、細かいゴミを採取することは出来ないの

ではないか？キャタピラが踏みつけることでかえ

って細かくしているのではないか？ 

鎌倉もののふクリーン隊は、平安鎌倉時代から武士(もののふ)が宿敵(ご

み)退治に出陣しています。今回は、一般参加の渡辺さんを入れて 9名で

片瀬東浜に出陣しました。漂着ごみもほとんどなく、勝ち戦になりました。 

比較的ごみは少なかったですが、その中でも

小さなプラスチックごみやタバコのフィルターが

多くありました。海岸に訪れる人は多いが、なか

なかその人たちを巻き込みながら行うことは難し

いなと思いました。 

今年も昨年に引き続き、多くの子どもたちと一

緒に「きれいな海を未来へ」引き継ぐ活動に参

加させて頂きました。 

ビーチクリーンをおこなう際には集めたごみを

きちんと分別し、袋という資源を無駄にしないよう

責任を持ってもらいたいと思います。 
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All Ocean-lover’s Beach-clean プロジェクト 実施報告 
 

 

■会場別詳細 （➀主体団体、➁担当、➂参加者数、➃ごみ回収量、⑤活動距離） 

６．藤沢市片瀬西浜海岸 

①NPO法人湘南ビジョン研究所、②伊藤美保 

③３６人（大人３３人、子ども３人）、④３袋（可燃２袋、不燃１袋）、⑤５０ｍ 

 

 

 

 
 

７．藤沢市鵠沼海岸 

①鵠沼おやじパトロール隊、②小林昭二 

③１９人（大人１６人、子ども３人）、④７袋（可燃４袋、不燃３袋）、⑤活動距離：５００ｍ 

 

 

 

 
 
 

８．藤沢市引地川河口左岸 

①HOP HEADZ、②細川敬志 

③7人（大人 7人）、④1袋（可燃 1袋）、⑤1000ｍ 

 

 

 

 
 

９．藤沢市スエヒロポイント 

①スエヒロローカルビーチクリーン、②土田庄一、菅谷哲夫 

③１６人（大人１６人）、④５袋（可燃２袋、不燃３袋）、⑤３００ｍ 

 

 

 

 
 

１０．藤沢市辻堂海岸（東側） 

①生活クラブ湘南コモンズ、NPO法人湘南クリリーンエイドフォーラム、②巻上文子、五十嵐実.  

③４２人（大人３０人、子ども１２人）、④７袋（可燃４袋、不燃３袋）、⑤７００ｍ 

 

 

 

 

 

 

 ビーチクリーンはグループに別れごみを収集
し、種類ごとに数え、何処からきたごみなのか？

などをグループ毎に考え発表頂してきました。ま

た、「理想の海ってどんな海？」のテーマから更

にディスカッションを深め、グループごとに活発に

意見を出し合い盛り上がりました     

鵠沼おやじパトロール隊は普段、近隣の児童の安全・安心のために見回り

活動を行っている団体です。毎年、地引網などを行うなど海に親しんでおりま

すが、昨今の海ごみ問題の高まりもあり昨年からこの活動に参加しています。

地元の海の清掃を通して暮らしやすい地域の形成に貢献しています。 

ご参加頂いた

皆さま、お疲れ

さまでした！！ 

辻堂海岸東岸は(NPO)湘南クリーンエイドフォ

ーラムと生活クラブ湘南コモンズとの共催で実施

しました。その他に生活クラブかわさきコモンズな

どのメンバーも加わって、元気な子どもたちと一

緒に和気あいあいと「調べるビーチクリーン」をお

こないました。 

スエヒロローカルビーチクリーンは毎月第２日

曜日に藤沢市のスエヒロポイントでビーチクリーン

をおこなっているローカルサーファーが主体の団

体活動です。今回は定例の活動日ではなかった

ので人数が少な目となりましたが楽しく参加させ

て頂きました。 
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All Ocean-lover’s Beach-clean プロジェクト 実施報告 
 

 

■会場別詳細 （➀主体団体、➁担当、➂参加者数、➃ごみ回収量、⑤活動距離） 

１０．藤沢市辻堂海岸（西側） 

①やまゆり生協、NPO法人湘南クリーンエイドフォーラム、②加藤稔、五十嵐実 

③参加者：３５人（大人２９人、子ども６人）、④４袋（可燃３袋、不燃１袋）、⑤５００ｍ 
 

 

 

 

 
 
１１．茅ヶ崎市ヘッドランド 

①ほのぼのびーち茅ヶ崎、②近藤健治 

③６０人（大人４９人、子ども１１人）、④１２袋（可燃１２袋）、⑤１３００ｍ 

 

 

 

 

 

１２．茅ヶ崎市サザンビーチ 

①NPO法人湘南クリーンエイドフォーラム、②古川伸一 

③７人（大人７人）、④２袋（可燃１袋、不燃１袋）、⑤３００ｍ 
 

 

 

 

 
 

１３．小田原市酒匂川河口右岸 

①プラごみゼロ チームおだわら、②最勝寺朋子 

③３３人（大人３０人、子ども３人）、④７２袋（可燃３９袋、不燃３３袋）、⑤５００ｍ 
 

 

 

 

 

 

 

■助成・後援・公認 

助成：エフピコ環境基金 

後援：公益財団法人かながわ海岸美化財団 

a公認：東京２０２０オリンピック・パラリンピック組織委員会、神奈川県スポーツ局  

 

 

横断幕は会場(海岸)の目立つ場所に掲示し

て頂き、集合写真撮影時に使用させて頂来まし

た。ZOOM も入って見たのですが、色んな方が

同じ内容で ZOOM をしていたようで良くわかりま

せんでした。 

海岸に棲む生き物や海の生態系への影響を

考えて、これからもなるべく人の手でプラスチック

や金属片などのごみだけを取り除いていきなが

ら、地元の皆さんと海のプラスチック汚染を止め

るために私達が生活の中でできることを考えてい

けたらいいなと思っています。 

 サザンビーチは、目立ったごみが見当たらなかったため、マイクロプラス

チックを中心に拾いました。活動が終わった後は有志がビーチで焚火を

し、焼芋等を食べながら懇親会を実施しました。参加者それぞれの環境

問題等に対する意見を交換でき有意義な時間となりました。 

辻堂海岸の西岸は(NPO)湘南クリーンエイドフ

ォーラムとやまゆり生協さまとの共催で午後に実

施しました。三世代にわたる参加者で「調べるビ

ーチクリーン」をおこない、そのあと「ふりかえり」

にたっぷり時間をかけて海ごみ問題対策などを

みんなで話し合いました。 
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ビーチクリーン駅伝プロジェクト 実施報告 
 
 

ビーチクリーン駅伝は神奈川の自然海岸１５０ｋｍを１１のパートに分けて、1日に１パートずつ、延べ１１日間かけてビ

ーチクリーンして周る日本一長い環境保全活動です。実施するエリアは三浦半島の東京湾側と相模湾全域に跨り、１３

市町（三浦市、横須賀市、葉山町、逗子市、鎌倉市、藤沢市、茅ヶ崎市、平塚市、大磯町、二宮町、小田原市、真鶴

町、湯河原町）、１００以上の海岸におよびます。この活動は広域な沿岸を一括清掃し、その状況を調査することを目的

とするとともに、各海岸の利用者やローカルセクターと繋がり、地域全体をワンボイス化することを目的としています。 

 

■活動概要  

実施日時：２０２０年１０月２日(土)開始 - １１月１３（日）終了（期間中の 11日間） 

実施場所：神奈川県の自然海岸１５０ｋｍ 

延参加者：延べ１６１人 

ごみ回収：可燃ごみ４６９袋、不燃１２２袋、合計５９１袋（３０L）、ペットボトル３,５８６本、レジ袋４１５枚 

 

■活動エリア・ごみ回収量  ※地図上のカラーブロックは各パートごとのごみ回収量で１ブロック/ごみ袋１０袋を表しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

■活動実績 

２０２１年は延べ参加者１６１人で３０Ｌのごみ袋換算で５９１袋（可燃/４６９袋、不燃/１２２袋）のごみを回収することができました。

そのうちペットボトルが３５８６本、レジ袋は４１５枚でした。また、実際に活動した距離の累計は５５１１０ｍとなりました。  

 

エリア 沿岸自治体 実施距離 参加者 可燃ごみ 不燃ごみ ペットボトル レジ袋 

パート１ 横須賀市 ２,０２０m １６人 ５８袋 １０袋 ４４７本 ４４袋 

パート２ 横須賀市、三浦市 ７,４５０m １０人 ８７袋 ３０袋 ７４８本 ４３袋 

パート３ 三浦市 １,２２０m １１人 ３７袋 ７袋 １７３本 ３３袋 

パート４ 三浦市、横須賀市 １,２９０m ８人 ２０袋 ５袋 ２１９本 １６袋 

パート５ 横須賀市、葉山町、逗子市 ４,７３０m ２１人 １７袋 ６袋 ２８本 １５袋 

パート６ 鎌倉市、藤沢市 １０,４００m ２３人 ５袋 ３袋 ８本 ２袋 

パート７ 藤沢市、茅ヶ崎市、平塚市 ８,３００m ２１人 ４９袋 ７袋 ３３２本 ４０袋 

パート８ 平塚市、大磯町、二宮町 ６,３５０m １３人 ２８袋 １４袋 １１２本 ２７袋 

パート９ 二宮町、小田原市 ７,５００m １４人 ５３袋 １４袋 ４４２本 ６９袋 

パート１０ 小田原市、真鶴町 ３,８００m １４人 ８４袋 ２０袋 ８０１本 ９３袋 

パート１１ 真鶴町、湯河原町 ２,０５０m １０人 ３２袋 ６袋 ２７６本 ３３袋 

P１２ 
 

東京湾 

鴨宮 

二宮 

平塚 辻堂 

湯河原 

真鶴 

逗子 

佐島 

城ヶ島 

金田 

野比 

走水 

相模湾 

パート１ 

パート２ 

パート３ 

パート４ 

パート５ 

パート６ 
パート７ 

パート８ 

パート９ 

パート１０ 

パート１１ 



 

ビーチクリーン駅伝プロジェクト 実施報告 
 
 

■ごみ回収量と参加者の推移  

   ２０２１年のごみ回収量は２０２０年に比べると 3割強増えていますが、参加者も４割強増えていますので海岸の状況にはあまり

変わりがなかったのではないかと推察されます。それとは逆に２０１８年と２０１９年は参加者が少なかったにも関わらずごみの回収

量が多く、海岸のごみ量が非常に多かったことが推察されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■パート別のごみ回収量の推移  

   この活動では概ね序盤と終盤にごみが多く、中盤は比較的ごみが少ない傾向を示しています。今後のデータ推移に依りますが

ごみの量は地勢的な要素に加え来浜客や沿岸部の人口にも関係があるように思われます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■ごみの分別・カウント 

  この活動ではごみを可燃（プラスチック、紙類、布類）と不燃（金属類、ガラス、陶器類）に２分別し、各海岸ごとに回収量（３０L ご

み袋数）をカウントします。加えてペットボトルとレジ袋はその数を数えてデータを集積しています。 
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ビーチクリーン駅伝プロジェクト 実施報告 
 
 

■海岸別のごみ回収量（３０L ごみ袋数） 

 ごみの多い場所と少ない場所には極端な差があり、ワースト１だった金田海岸は 8人の参加者のおよそ 2時間の活動で 91袋分

のごみを回収していますので一人あたりに換算すると 11.3袋だったのに対して、パート 5の湘南エリアは一日ごみを拾っても一人あた

り 0.3袋分の回収量でした。また、回収したごみの内容は 8割近くが可燃ごみ（プラスチック、衣類、紙）という結果でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■海岸別のペットボトルとレジ袋の回収量/回収量の推移 

 ペットボトルごみの回収傾向はごみ全体の回収傾向とほぼ同じ傾向を示しています。（上記グラフ参照） 一方、レジ袋には際立っ

た傾向はなく、経年変化にも大きな変化は見られませんでした。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ごみ回収量ワースト５の回収割合 

  活動エリアの 7％にあたるワースト 6ポイントで回収したごみの合算量は回収量全体の 40％近くにのぼりました。海岸のごみの状

況は多いところと少ないところの差が大きい傾向がみられます。 
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ワースト 6の合計距離 3.8㎞／実活動総距離 51.7km 



 

ビーチクリーン駅伝プロジェクト 実施報告 
 
 

■パート別活動結果１～４（➀海岸、➁日時、➂参加者） 

パート１．（回収ごみ６８袋） 

➀走水海岸→観音崎→多々良浜→燈明堂→長瀬→久里浜 

③１０/２（土） ７:３０京急馬堀海岸駅集合～１７:２０京急久里浜駅解散  

③スタッフ/古川伸一、古川葉月、小西麻里、大石裕一、布瀬川幸子、一般参加/１１人  計１６人 

 

 

 

 

 

 

 

パート２．（回収ごみ１１７袋） 

➀金田→菊名→三浦海岸→津久井→長沢→津久井海岸→野比  

②１０/３（日） ７:２０京急三浦海岸駅集合～１７:００京急 YRP野比駅解散 

③スタッフ/有賀正義、古川伸一、小西麻里、塚本百合子、小川淳、一般参加/５人  計１０人 

 

 

 

 

 

   
 

パート３．（回収ごみ４４袋） 

➀雨崎→松輪→劒崎→毘沙→宮川→通矢→城ヶ島 

②１０/９（土） ９：１５京急三崎口駅～１７：４５京急三崎口駅解散 

③スタッフ/古川伸一、小西麻里、塚本百合子、小川淳、八幡雅浩、一般参加/６人  合計１１人 

 

 

 

 

 

 
 

パート４．（回収ごみ２５袋） 

➀諸磯→油壷→三戸浜→和田長浜→荒崎→長井→冨浦 

②１０/１０（日） ９：１５京急三崎口駅～１６：４０京急三崎口駅解散  

③スタッフ/有賀正義、古川伸一、加藤英人、宮崎隆行、大野貴子、一般参加/３人  合計８人 

 

 

 
 

 

 

P1５ 
 



 

ビーチクリーン駅伝プロジェクト 実施報告 
 
 

■パート別活動結果５～８（➀海岸、➁日時、➂参加者） 

パート５．（回収ごみ３８袋） 

➀佐島→芦名海岸→秋谷海岸→久留和海岸→長者ヶ崎・大浜→一色海岸→森戸海岸→鐙摺→逗子海岸 

②１０/２３（土） ７：１５JR逗子駅岸集合～１７：１５JR逗子駅解散 

③スタッフ/古川伸一、古川葉月、小川淳、加藤英人、山崎誠二、一般参加/１６人  合計２１人 

 

 

 

 

 

 

  

パート６．（回収ごみ８袋） 

➀材木座→由比ガ浜→稲村ケ崎→七里ガ浜→腰越→片瀬東浜→江ノ島→片瀬西浜→引地川河口→辻堂海岸 

②１０/２４（日） ７：３０JR鎌倉駅集合～１６：４０JR辻堂駅解散 

③スタッフ/古川伸一、小西麻里、森重博、布瀬川幸子、宮崎隆行、一般参加/１８人  合計２３人 

 

 

 

 

 

 
 

パート７．（回収ごみ７０袋） 

➀辻堂海岸→汐見台→中海岸→サザンビーチ→南湖→相模川河口左岸→相模川右岸→袖ヶ浜 

②１０/３０（土） ７：３０JR辻堂駅～１６：４５JR平塚駅解散 

③スタッフ/古川伸一、古川葉月、小西麻里、小川淳、八幡雅浩、一般参加/１６人  合計２１人 

 

 

 

 

 

 
 

パート８．（回収ごみ４２袋） 

➀海岸：虹ケ浜→金目川河口左岸→金目川河口右岸→唐ケ原→北浜→照ヶ浜→西小磯→袖ヶ浦 

②１０/３１（日） ７：３０JR平塚駅～１６：５０JR二宮駅解散  

③スタッフ/古川伸一、宮沢有理子、小川淳、八幡雅浩、内田かおり、一般参加/８人  合計１３人 
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ビーチクリーン駅伝プロジェクト 実施報告 
 
 

■パート別活動結果９～１１（➀海岸、➁日時、➂参加者） 

パート９．（回収ごみ６７袋） 

➀袖ヶ浦→梅沢→越地→茶屋→押切→前川→国府津→小八幡→酒匂川河口左岸 

②日時１１/６（土） ７：３０JR二宮駅集合～１７：００JR国府津駅解散  

③スタッフ/有賀正義、古川伸一、古川葉月、小西麻里、小林克司、一般参加/９人  合計１４人 

 

 

 

 

 

 
 

パート１０．（回収ごみ１０４袋） 

➀山王→万年→御幸の浜→荒久→石橋→米神→根府川→江之浦 

②１１/７（日） ７：１５JR国府津駅集合～１６４５JR根府川駅解散 

③スタッフ/古川葉月、塚本百合子、小川淳、加藤英人、布瀬川幸子、宮沢有理子、佐藤敬、一般参加/７人  合計１４人 

 

 

 

 

 

   

 

パート１１．（回収ごみ３８袋） 

➀岩海岸→大ヶ窪・白磯→琴ヶ浜→三石→番場浦→高浦→尻掛→福浦→船付→吉浜→千歳川河口左岸 

②１１/１３（土） ９：５０JR真鶴駅集合～16:30JR真鶴駅解散 

③スタッフ/有賀正義、小西麻里、古川葉月、加藤英人、宮沢有理子、山崎誠二、木村かずや、一般参加/３人  合計１０人 

 

 

 

 

 

 
 
 

■参加者の感想  
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山岸正克さん 

海が大好きで、友人に誘っていただいたことがきっかけで、初めてビーチクリーン駅伝に参加させていただきまし

た。今までは海を見て癒されておりましたが、ごみがこんなに沢山あることを知り衝撃を受けました。今まで気づかな

かった自分が恥ずかしくなりましたが、ビーチクリーンを通して沢山の人と出逢い、みんなで一緒にごみを拾うのが楽

しくなり、自分の気持ちも浄化されました。これからも 1人でも多くの人と一緒に参加したいです。 

自称「ガチ好き」なのに２０２２年はコロナ禍でいつもの「平時週末の森林ボラ活」や「有事週末の災害ボラ旅」が

叶わず、ビーチクリーン駅伝に初参戦となりました。エントリー後に毎朝 2時間、週末は５～６時間のタウンクリーン

で鍛えて本番に臨みましたが、４回参加後に発熱してダウン（PCR検査は陰性）。ビーチクリーン駅伝の過酷さに口

ほどにもなくやられました。でもスタッフのみなさんのおかげで満喫できて感謝です。来年またお会いしましょう！ 

宮沢有理子さん 



 

ビーチクリーン駅伝プロジェクト 実施報告 
 
 

■スタッフのレポート 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

■支援先さまからのコメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■助成・寄付・後援・公認 

aa助成：エフピコ環境基金 

寄付：日本プラスチック工業連盟 

後援：公益財団法人かながわ海岸美化財団 

Aaaa公認：東京２０２０オリンピック・パラリンピック組織委員会、神奈川県スポーツ局  

 

 

■総評 

   

 
 

 

  

日頃より環境活動に尽力されておられる団体の皆様に改めて敬意を表します。貴団体の活動は、地域の方々

やご家族での参加が多く、アットホームな雰囲気で参加のしやすさが魅力の一つだと感じております。２０２１年には

当社社員も４４名が参加させていただきました。活動を通して、環境問題を自分事としてより身近に考えるようにな

り、我々の今後の事業活動にも変化を促していきたいと考えております。当基金を活用していただくことにより、環境

活動が楽しく持続可能な形で力強く広がっていくことを期待しております。 

大好きな海にごみが落ちているのは悲しいな、でもどうしたらいいのだろう...と思っていたと

ころこの活動を知り、参加し始めてから早くも５年目を迎えました。じっくり海と向き合い，仲

間と語り，各地の美味しいご飯も食べて絆が深まる２か月間。毎年楽しみにしているイベン

トの一つです。 まだまだごみが蓄積している所もありますが，少なくなってきている海岸もあ

り，年々仲間が増え活動の輪が広がっていることを実感しています。 

古川葉月さん 

塚本百合子さん 

ビーチクリーン駅伝が始まった 2017年からずっと参加しています。何度か足を運ぶうち

にどこにどんな感じのごみが多いなど海岸の特徴を知ることが出来ました。なかなか体力使

うので大変なこともありますが毎年の楽しみとなっています。沢山の方々に興味を持ってい

ただいたことも嬉しく思います。神奈川の海の魅力も再確認できました。 

P1８ 

日本プラス
チック工業
連盟さま 

プラ工連は「海洋プラスチック問題の解決」には、実情に合った発生源対策を愚直に行うことが最も重要と考え

ています。また、実情にあった発生源対策のヒントは、必ず現場にありますので、神奈川県の自然海岸１５０km を

調査する本活動を積極的に支援すべきと考え支援してきました。また、自ら参加し、実体験することにより発生源

対策を考える必要があると思い、２年間で、完全踏破すべく、本年度は 6回参加させていただきました。神奈川の

自然海岸の状況がよくわかりました。また、本活動は、観光的要素もおり、今まで知らなかった神奈川の魅力を再

発見することもできました。今後も、支援させていただきますので、ご協力を宜しくお願い致します。 

エフピコ環境
基金さま 

この活動も今年で５回目となりました。海岸の状況は前回同様に全体的にはごみが少なく綺麗な場所が多かったです。しかし、

局所的にはごみの多い海岸もあり、「ごみは無いところにはないが、有るところにはある状態」でその差が極端でした。ごみが多かっ

た場所は相対的にはあまり人が訪れないような場所、潮の満ち引きなどの影響を受けづらくごみが移動しにくい場所（吹き溜まり

やテトラポットなどの人工物がある場所等）、それと河川の河口付近などでした。今後、この活動を通して得た知見を基にして効率

なごみ回収活動に繋げていきたいと考えております。 

一方、参加者は前回の約５０％UP ととても多くの方にご参加頂きました。毎年、大きなトラブルなく実施できているのは参加者

の皆さまとスタッフたちとのフレンドリーな連携の賜物です。この活動は辛い工程をみんなで乗り越えることで、メンバー同志の絆が

深まり大きな充実感にも繋がっていると思います。このような人と人の繋がりが活動を継続させる大きな原動力となっております。

次回のビーチクリーン駅伝もどうぞ宜しくお願いいたします。                                   

 



 

１００００ピースプロジェクト 実施報告 
 

 

一見すると綺麗に見える海岸も足元の砂浜を目を凝らしてみると小さなごみが所かしこにあることが判ります。１００００

ピースプロジェクトはこのような細分化した破片ごみをターゲットにしたビーチクリーンです。５ｍｍ以下のプラスチックごみ

はマイクロプラスチックと呼ばれ人体への影響も懸念されていますが、この活動ではプラスチックごみ問題を肌感覚で実

感して、自分事化してもらうことを目的としています。 

 

■手軽に一人で実施 

この活動は一人で手軽に実施でます。１㎡のごみをザルなど使って取り切って１ピースとカウントします。SNSへ＃１００００ピースプ

ロジェクと付けてピース数と場所を投稿してもらい集計しています。２０２２年２月２２日現在でピース数は６８３．５ピースとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■全国へそして色々な人たちへ 

この活動は神奈川県を中心に少しづつ全国へも広がっています。小さなお子さまが砂遊び感覚で楽しんだり、ハンディキャップを持

たれた方にもご参加頂ける手軽な環境保全活動です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P１９ 

１．実施する場所の選定 ２．１㎡の実施エリアを設定 ３．ザルを使って砂ごと濾す 

４．１㎡のエリアを綺麗にして終了 ５．Facebookの交流グループへ投稿 ６．実施したピース数をカウント 

神奈川県全域 静岡県伊東市 千葉県勝浦市 兵庫県神戸市、香川県鳴門市 沖縄県石垣島、竹富島 



 

海の紙芝居プロジェクト 実施報告 
 

 

２０２１年度、紙芝居による普及啓発活動を開始しました。オリジナルの脚本をもとに素朴なタッチのイラストを起こし、

一つ星高等学院の皆さんに授業の一環として彩色して頂きました。デジタル一辺倒な世の中で紙芝居のような人間味

のあるアナログなツールが今の子どもたちのこころを掴み環境問題への関心に繋げています。 
 
■身近な生活でのごみ問題をテーマにしたストーリ 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■いろいろな活動と一緒に実施 

 紙芝居の上演時間は１０分ほどです。クリーン活動と紙芝居を組み合わせて子どもたちに楽しみながら環境問題を身近なものとして 

もらいました。スタートしたばかりのプロジェクトですが色々な団体から上演依頼を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■助成・後援・公認 

助成：積水ハウスマッチングプログラム２０２１年度助成事業 

 

年月日 区分 参加者 主催・共催 内容 

２０２１年      

７月 １２日 紙芝居上演 ６０人 親子活動サークル「ももっこ」 紙芝居「スコプー、ペトコ、レジブーの大冒険」を上演 

 １６日 紙芝居上演 ４５人 ミリオングローバルキッズ ビーチクリーンイベントで紙芝居「スコプー、ペトコ、レジブーの大冒険」を上演 

 １７日 紙芝居上演 ４７人 (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム 調べるビーチクリーン・キッズで「スコプー、ペトコ、レジブーの大冒険」を上演 

 ２５日 紙芝居上演 ５０人 ほのぼのビーチ茅ヶ崎 マイクロプラスチック回収実験プロジェクトで海の紙芝居を上演 

８月 ２８日 動画配信 ５人 (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム 紙芝居「スコプー、ペトコ、レジブーの大冒険」を Zoom で配信 

 ２９日 紙芝居上演 ３９人 Earth＆Me ビーチクリーンイベントで紙芝居「スコプー、ペトコ、レジブーの大冒険」を上演 

９月 １１日 紙芝居上演 ２８人 地球を守ろう！東京・神奈川 １００００ピースプロジェクトで紙芝居「スコプー、ペトコ、レジブーの大冒険」を上演 

１０月 ３日 紙芝居上演 ２２人 ゴミ拾いをしよう！ ビーチクリーンイベントで紙芝居「スコプー、ペトコ、レジブーの大冒険」を上演 

 ９日 紙芝居上演 ２５人 鎌倉アップデートチャレンジ ビーチクリーンイベントで紙芝居「スコプー、ペトコ、レジブーの大冒険」を上演 

 １７日 紙芝居上演 ４０人 茅ヶ崎市民文化祭 「紙芝居と朗読」で一つ星高等学校生と協働で海の紙芝居を上演 

 ２３日 紙芝居上演 １７人 （NPO）湘南ビジョン研究所 ビーチクリーンイベントで紙芝居「スコプー、ペトコ、レジブーの大冒険」を上演 

１１月 ７日 紙芝居上演 ４０人 フラダンスチーム＆ゴミ拾いをしよう！ ビーチクリーンイベントで紙芝居「スコプー、ペトコ、レジブーの大冒険」を上演 

２０２２年      

３月 ５日 紙芝居上演 ２０人 （NPO）とことこ 「あおぞらおはなし会」で紙芝居「スコプー、ペトコ、レジブーの大冒険」を上演 

P２０ 

『スコプーとペトコとレジブーの大冒険』 

色々な事情で持ち主と離れ離れになってしまった、おもちゃのスコップの「スコプー」、ペットボ

トルの「ペトコ」、レジ袋の「レジブー」の３人は大きな川で出合い、一緒に海へ向けての旅を開

始しました。 

『ごみの見張り番マジロー』 

街の丘の上に住むアルマジロのマジローはごみの見張り番です。ある日、街のごみが海に流

れでていないか心配になって見に行くことにしました。そこでマジローは色々な原因でごみが

発生していることを知りました。 

 



 

普及啓発活動・活動紹介 
 

 

 当会は現場活動から得た知見をもとにひっ迫したごみ問題の実情をお伝えしています。参加者の皆さまに Think 

globally, Act locallyな見識を啓発し、ごみ問題を自分事化→行動変容に繋げてもらうことを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

メディアでの活動紹介 
 

 

当会の活動がメディアにも注目され取材されました。 

「ミネスタウェーブ」は、社会課題に目を向けた、東海大学の学生が制作するドキュメンタリー番組です。湘南ケーブルネットワークを

はじめ、神奈川県全域の J:COMテレビ局他、全国 10局のケーブルテレビ局で放送されています。 

「サスティナWAVE」はフジテレビのアナウンサーが、サステナブルや SDGsについて体感する番組です。誰でも気軽にできて、日々

のくらしを豊かにするような実践的なアイデアを紹介して SDGsの波を起こすことを目指した地上波番組です。 

 
 

 

 
 

 

 

年月日 区分 参加者 主催・共催 内容 

２０２１年      

４月 ２０日 リアル講演 ３５人 生活クラブ生活協同組合神奈川 「ごみ問題の基礎知識」というテーマで講演 

５月 ２９日 リモート講演 ４０人 湘南生活クラブ オンライン学習会で「街・川・海のごみ問題」というテーマで講演 

７月 １１日 リモートセミナー １５人 (NPO)湘南クリーンエイドフォーラム 日本プラスチック工業連盟 加藤専務理事の講演会を主催 

 １１日 バーチャルイベント ― 須磨ユニバーサルビーチプロジェクト 集まれ!!全国ユニバーサルビーチの集い＠XR クラウドビーチ に参加 

 １５日 リモート講演 ２６人 さがみ生活クラブ 「プラスチックごみ問題の基礎知識」というテーマで講演 

 ３１日 リアルセミナー ４０人 湘南生活クラブコモンズひらつか 「プラスチックごみ問題学習会」で講演 

９月 １２日 リモート講演 ２５人 湘南生活クラブコモンズはだの 「海洋ごみ問題の基礎知識」というテーマで講演 

１０月 １３日 パネル展示 １９７人 藤沢市 ふじさわ環境フェアでパネル出展 

２０２２年      

２月 １９日 リモート報告会 １７人 ふるさと清掃運動会 ふるさと清掃運動会報告会で団体活動発表 

３月 ５日 ハイブリットセミナー １５０人 
(NPO)湘南クリーンエイドフォーラム 

日本環境設計（株） 
「海ごみ問題スタディツアー」を主催 

番組名 ミネスタウェーブ サスティナ WAVE 

放送媒体 ケーブルテレビ 地上放送 

放送日 ２０２１年７月 ２０２１年１０月 

番組内容 
五十嵐代表理事の日頃の環
境保全活動に密着したドキュ
メンタリー。 

局アナの徳田氏に調べるビ
ーチクリーンを体験してもらい
海ごみ問題を警鐘。 

制作 湘南ケーブルネットワーク フジテレビジョン 

撮影・編集 東海大学文化社会部 （株）バンエイト 
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団体メンバー 
 

 

湘南クリーンエイドフォーラムは沢山の人たちに支えられさまざま事業を展開しています。団体のコアメンバー（運営委

員等）の多くは普段さまざまなビジネスフィールドで活躍し、空いた時間に無理のない範疇で活動をサポートしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンバー募集・寄付協賛のお願い！ 
 

 

湘南クリーンエイドフォーラムは「きれいな海を未来へ引き継ぐ」ことをミッションにして、年間を通して沢山の活動を行

っています。この活動を拡大し社会貢献度を上げていくために現場活動をサポートして頂ける方（運営委員）や活動に賛

同してご支援（寄付・協賛）して頂ける方を随時募集しています。 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 
  

■運営委員：当会の様々なイベントの運営業務や現場活動のサポートをして頂ける方を募集しています！  

        「海を守りたい」、「社会貢献したい」などの意欲をお持ちの方、出来る時に出来ることをお手伝いしてください。 

※イベントスタッフには日当・交通費を支給させて頂きます。 

■年度会員：当会に賛同してご支援・ご協力頂ける個人・団体を募集しています！ 

        ・個人正会員/年会費５,０００円（継続２年目４,０００円、３年目以降３,０００円） ※総会の議決権が付与されます 

        ・個人賛助会員/年会費２,０００円 

        ・団体正会員/年会費３０,０００円（継続２年目２５,０００円、３年目以降２０,０００円） ※総会の議決権が付与されます 

        ・団体賛助会員/年会費１０,０００円 

■寄付協賛：当会に賛同して資金援助や物品支援して頂ける個人・団体を募集しています！ ※金額・物品は任意です 

        ・寄付/事業経営・イベント運営など様々な用途で有効に使用させて頂きます。 

A・協賛/イベント・プロジェクトの運営に有効に使用させて頂きます。 

 

■理事：五十嵐実（代表理事）、高田誠一（副代表理事）、古川伸一  ■監事：關根晴雅   ■顧問：有賀正義 

■オブザーバー：東京農工大学高田秀重教授、東京海洋大学兼弘春之名誉教授、環境コンサルタント栗岡理子氏、 

映像ディレクター佐竹敦子氏、Surfrider Foundation Japan代表理事中川淳氏、 

藤沢市せっけん推進協議会事務局長篠原貴代美氏、フジテレビジョン CSR室長木幡美子氏 

■運営委員：赤崎真由、新井信二、有賀正義、五十嵐実、五十嵐愛子、今泉博政、大石裕一、小川淳、小西麻里、小林秀光、 

關根雅晴、高田誠一、高田晴美、竹ノ内健一、塚本百合子、中川香、西上均、二瓶広司、古川伸一、古川葉月、 

森重博 (あいうえお順) 

■２１年度会員：個人正会員/２３名、個人賛助会員/４名、団体正会員/３名、団体賛助会員/1名  合計３１名 
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■入金先情報：  

▪銀行名/ゆうちょ銀行  ▪口座名/トクヒ）ショウナンクリーンエイドフォーラム 理事五十嵐実 

▪支店名/一三八（イチサンハチ）  ▪店番号/１３８  ▪区分/普通預金  ▪口座番号/１６５０４６１  ▪記号/１１３８０ 



 

 

 

 

 

 

 

 湘南クリーンエイドフォーラムは「きれいな海を次世代

へ引き継ぐ」ことをミッションにして活動しています 

★★★★★★★ お問合せ ★★★★★★★ 

(NPO)湘南クリーンエイドフォーラム 事務局 
〒251-0047神奈川県藤沢市辻堂 6-18-19-304 

info@shonan-cleanaid.org ／ 0466-65-1840 
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